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・朝仁歯科医院／鹿児島県

・井荻歯科医院／東京都

・医療法人 恵愛会 中村病院／大分

・医療法人 佐藤病院／秋田

・NPO法人由利本荘にかほ市民が健康を守る会／秋田県

・紀州リハビリケア訪問看護ステーション／和歌山県

・気仙沼市立本吉病院／宮城県

・佐野厚生総合病院／栃木県

・社会福祉法人 福祉楽団／千葉県

・特別養護老人ホームおおうち／秋田県

・ナチュラルスマイル西宮北口歯科／兵庫県

■正会員（個人）

■賛助会員（団体）

■正会員（団体）

・イオン株式会社

・医療法人 社団晃和会

・株式会社オーラルケア

・株式会社クリニコ

・株式会社ヘルシーネットワーク

・ニュートリー株式会社

・ラックヘルスケア株式会社

（50音順）

・株式会社ヘルシーネットワーク

・ニュートリー株式会社

・ラックヘルスケア株式会社

・株式会社天柳

・株式会社東京技研

・株式会社ニシウラ

会員情報

NPO法人口から食べる幸せを守る会®

テレビ放送のお知らせ

:「プロフェッショナル 仕事の流儀」

副 題 :「食べる喜びを、あきらめない －看護師・小山珠美－」

放送予定 ：本放送 ５月１６日（月）２２：２５～２３：１４ 総合テレビ

再放送 ５月２３日（月）１５：１０～１５：５９ 総合テレビ

（※番組編成の都合により放送日は変更になる可能性があります。）
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はじめて実現された災害急性期の食支援

NPO法人口から食べる幸せを守る会 副理事長

山梨市立牧丘病院 古屋 聡

東日本大震災で口腔ケアや食支援の経験があるわれわれは、災害の直後から、清潔・栄養・運動機能の

危機が被災者をおそい、静脈血栓や肺炎など深刻な健康被害のリスクが高まることをよく知っていた。

いっぽうで、災害直後の混乱期に、被災地全般の初期評価と活動場所の決定・活動基地や物資保管の場

所の選定・人員と物資の管理を行えるロジスティックスの整備・災害対策本部や医師会や支援団体など

いわゆるステークホルダーとの調整など多岐にわたる問題をクリアして、直接活動にあたるための困難

についても経験があった。これを乗り越えることができた要因

は、一番に前田医師ら玉名メンバーの存在とすぐれた初期活動

であり、小山珠美理事長・竹市美加副理事長を代表とした

KTSM メンバーの非常に迅速な支援活動への参加意思であっ

た。古屋は 18 日午後に玉名入りし、前田医師と合流してもっ
とも深刻な被害のあった益城町に赴き、19日夜まで活動した。
すぐれた初期活動を実現した仲間を尊敬している。

NPO法人口から食べる幸せを守る会 理事長

第 4回全国大会大会長 小山 珠美

拝啓 時下益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素から当ＮＰＯ法人の活動におきまして、多大なるご理解とご支援を賜りまして厚く御礼申し上げま

す。このたび会報誌 7号「食べる」を発行致しました。

まずは、4月 14日に発生した熊本地震で被害に見舞われた方々にお悔やみとお見舞いを申し上げます。

生まれ育った故郷の甚大な惨事に形容しがたい衝撃が走りました。なんとか家族や現地の KTSM会員の皆

様の無時は確認できましたが、被害の大きさに多くの方々が困窮していらっしゃいます。当ＮＰＯ関係者

も余震が続くなか、早急に現地入りして熊本の皆様と一緒に避難所での支援活動を行いました。ご尽力い

ただきました前田医師をはじめとする玉名医療センターの皆様、桜十字病院の皆様、直接支援で活動して

くださった方々、後方的支援をいただいた皆様本当にありがとうございました。まだまだ復旧には多くの

課題を抱えておりますが、必ずや熊本は“もっこす魂”で復興できると確信しています。今後もご支援く

ださいますようよろしくお願い致します。

さて、ＫＴＳＭ第 4回全国大会を 7月 2日に開催予定です。今回のスローガンは“多職種で繋ごう食の

憩い”としました。食べることへの支援が多職種の仲間たちで広がりを見せています。また、口から食べ

ることを支援する成果としてのエビデンスや実績も拡大しつつありますので共有できると思います。

なお、今回の大会では、一部プログラムを変更して、熊本地震での支援活動の実際を紹介します。是

非、多くの方々にお集まりいただき、幸せに生きるための食支援の輪を広げていただければと思います。

皆様のご健勝とご多幸を心から祈念しております。

NPO法人口から食べる幸せを守る会®

理事長挨拶
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熊本地震で被災した要介護者に対して多職種連携で摂食サポートを行った経験

社会医療法人帰巖会 みえ病院 看護師 安部幸

熊本地震の発震直後、古屋医師の SNSの呼びかけをうけて、初動のボランティアに参加することを決めた。それ

は、東北地震のときに誤嚥性肺炎で多くの方が亡くなったことに後悔があったからである。避難所では口腔ケ

ア、摂食方法、栄養ケア、姿勢調整、活動援助などを多職種で行った。被災自治体が混乱する震災急性期は、ボ

ランティア団体の医療従事者がニーズの高い要介護者を早期発見、介入し、適切な地域医療従事者に繫げること

で、二次災害予防が可能になる。避難所生活で苦労されている要介護高齢者の奥様から「あなたたちに会えたこ

とが、不幸中の幸せじゃ」との言葉をいただいたときは「口から食べる幸せ」に関われて本当に良かったと思っ

た瞬間だった。

被災地での食支援活動を通して思うこと

NPO法人口から食べる幸せを守る会 副理事 竹市美加

熊本地震で避難所への早期支援介入を開始したのは、自らが被災しながらも奮起した地元の支援メンバーで

あった。私たちの活動は、医学的視点だけでなく、生活の視点でフロアーを回り避難者に声をかけていくこと

で、誤嚥性肺炎、ADL 低下、低栄養・脱水などの二次合併症の予防への食支援となった。また、お粥提供への
働きかけなど、大きな結果につながる活動となった。今回の支援活動を通して、生活を見据えた包括的支援の重

要性、その場での臨機応変な技術提供の必要性を改めて実感することができた。今後、「口から食べる幸せを守

る」活動を継続すると共に、実践力・マネジメント力を持つ人材育成を目指したい。今回関わった素晴らしい仲

間、遠方から支援してくれた全ての人達への感謝をもって、一日も早い熊本の復興を願っている。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

支援メンバーと活動の様子

NPO法人口から食べる幸せを守る会®

災害急性期の食べる支援

玉名地域保健医療センター摂食嚥下栄養療法科 医師 前田圭介

災害急性期には高齢者へ十分な食べる支援が行われない可能性が高い。公的団体の介入が定着し始めるまで

の間に「空白期間」が起こりえる。熊本地震ではこの空白期間に早期介入することができた。

1) 超早期リサーチ、2) 口腔ケア, 栄養・水分補給,食事介助方法 活動量維持の啓発、3) 現場介入のための迅

速な物資調達、4) フロアレベルで直接ケアを行う人員の確保と行動、4) 公的団体情報収集と関係づくり、6)

その他折衝が大まかなノウハウである。1） 2） 3）には玉名地域保健医療センターの後方支援、2） 4）には

KTSMの熟達したチーム力、4） 5）には牧丘市立病院古屋聡先生のご尽力、3）には SNSで繋がった全国の有志

の力が大きく貢献した。関わった全ての方へ感謝申し上げたい。

熊本地震「必要な物を必要な人へ」災害急性期の後方支援

玉名地域保健医療センター医療連携室 看護師・社会福祉士 榎本淳子

避難所の高齢者へ「食べる支援」を早期に着手する必要性を感じた私達は、本震翌日、かき集めた口腔ケア物

資を持参し震源地であったとされる益城町に入った。すぐに、KTSM を通じた仲間からの物資提供の申し出があ

ったが、発震直後から熊本県全域へ配送が停止したことを知った。様々な案を考え、隣県の大牟田郵便局（福岡

県）に交渉した。その結果、郵便局留めの窓口で物資を応急的に受取り、私が 11小口の初期物資を被災地に届

ける事ができた。その後、当院を物資保管庫として設置し、必要な物資を必要な人へ届ける事が出来た。KTSMの

ネットワークが、早期の食支援サポートを可能にしたと確信している。甚大な被害を受けた地元熊本で、KTSMの

仲間と一緒に物資提供、実務支援などの活動ができた事を誇りに思う。形容し難いほど心から感謝している。

熊本地震摂食サポートチームに参加して改めて学んだこと

南相馬市立総合病院 医師 社本博

ある日突然起こる自然災害で高齢者が避難生活を余儀なくされる。避難所で、疾病予防や日常生活ケアを突然奪

われる様は、まるで肺炎で入院し安静臥床・絶食を強いられたり、不適な食物形態での食事提供、不良姿勢、口腔

不衛生で低栄養や二次性合併症を続発する医療現場と酷似する。 災害時での食支援のキーワードは、初動、包括

的介入、多職種連携、そしてその先を見据えたマネジメントである。そして、何より重要なのは現場でニーズを待

つのではなく、自発的にニーズを発見し、対象者に適切な評価や介入ができる力を備えつつ発揮することである。

災害時食支援は一人では難しいかもしれないが、チームを作れば実現可能だということを今回改めて学んだ。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

要介護高齢者に対する避難所での食べる支援

医療法人桜十字病院 看護師 建山幸

避難所には在宅介護を受けていた要介護高齢者が避難しており、様々な理由で配給された食事を全量摂取で

きなくなっていた。今回、発震急性期での直接支援活動で用いた KTバランスチャートは、誤嚥性肺炎などの二
次的合併症が起こり得るチャートを示しており、早期に包括的な食支援が必要であることの具体性を抽出でき

た。その結果に即して、口腔ケア・ポジショニング指導・ダンボールベッドの導入・補助栄養食品や温かな粥の

提供などの食支援を行い、嚥下能力の維持・二次的合併症予防に努めた。食べる事が困難になっていた要介護高

齢者が、サポートチームの支援により、温かな笑顔に包まれたひとときを決して忘れない。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



2016年度 KTSM実技セミナー開催一覧

＊実際と異なる場合がありますので、最新情報はホームページをご確認ください

回数 日時 開催場所 コース 募集人数

27回 4月 24日（日） 秋田県湯沢市 基礎＆スキルアップ 40

28回 4月 29日（金） 宮城県気仙沼市 基礎＆スキルアップ 40

29回 5月 7日（土） 北海道函館市 基礎 30

30回 5月 21日（土） 宮城県古川市 基礎 30

31回 7月 23日（土） 宮崎市 基礎 未定

32回 8月 7日（日） 秋田由利本荘市 基礎 未定

33回 8月 20日（土） 神戸市 基礎 未定

34回 8月 28日（日） 東京 基礎＆スキルアップ 30名

35回 9月 18日（日） 山梨市 基礎&スキルアップ 未定

36回 9月 22日（木） 新潟市 基礎&スキルアップ 未定

37回 10月 8日（土） 宮城県栗原市 基礎＆スキルアップ 未定

38回 10月 30日（日） 大分県別府市 基礎 30名

39回 11月 5日（土） 熊本市 基礎&スキルアップ 50名

40回 11月 12日（土） 神戸市 基礎 未定

41回 11月 27日（日） 青森県八戸市 基礎 未定

42回 12月 24日（土） 秋田市 基礎＆スキルアップ 未定

43回 2017年

1月 15日（日）

東京 基礎&スキルアップ 30名

44回 1月 28日（土） 沖縄市 基礎&スキルアップ 未定

45回 2月 19日（日） 東京 基礎&スキルアップ 30名

NPO法人口から食べる幸せを守る会®NPO法人口から食べる幸せを守る会®

地域包括ケア病棟における摂食嚥下チームの役割

社会医療法人清風会 日本原病院 言語聴覚士 平尾 由美

【はじめに】当院は回復期病棟から地域包括ケア病棟へ変更後、摂食嚥下チームの役割に変化がありました。症例から

地域包括ケア病棟での役割について検討します。【事例紹介】88 歳女性、要介護 5。5 年前骨折後、寝たきりとなり誤
嚥性肺炎を繰り返されていました。今回肺炎治療後リハビリ目的で入院。入院前は入浴サービスのみ利用され、ベッド

上で端座位が安定しないため体を抱えて食事介助されていたそうです。チームでの KTバランスチャート評価の結果か
ら、入院中のリハビリ実施と退院へ向けたサービスの提案を的確に行うことができ、在宅へ戻られました。【考察とま

とめ】本症例の繰り返す肺炎の原因として在宅での食事環境とサービス利用が少ないことが考えられました。地域包括

ケア病棟は 2か月の入院から在宅復帰を目指すため、的確なリハビリと「口から食べる」介護サービスへの働きかけが
重要となります。そのため KTバランスチャートによる包括的評価と包括的ケアが、地域包括ケア病棟における摂食嚥
下チームの役割であり、医療から介護への架け橋となることが期待されます。

変化がありました 症例から

リハビリスタッフによるポジショニング
食事動作の評価 看護師・介護士も

同席した嚥下スクリーニング

ＫＴバランスチャートの

評価に沿ってプランニング

ベッドがギャッジアップできない

ので電動式ベッドの導入を提案

医師を含めたカンファレンスで

在宅への申し送りをまとめる

口から食べる幸せを在宅へ！

地域包括ケア病棟摂食嚥下チーム♡
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①食べる意欲

②全身状態

③呼吸状態

④口腔状態

⑤認知機能

⑥捕食・咀嚼・

送り込み
⑦嚥下⑧姿勢・耐久性

⑨食事動作

⑩活動

⑪摂食状況レベ

ル

⑫食物形態

⑬栄養状態

ＫＴバランスチャート ➡入院時評価から入院中のリハビリプログラムを決定

①離床を進め活動量の向上

②食事時を含め姿勢、耐久性の向上

③口腔ケアと食物形態の見直し

➡退院前評価から、在宅へ具体的案を提供

①離床、活動を増やすためのデイサービスの利用

②食事姿勢のための電動式ベッド導入

③食事形態、口腔ケアの情報提供

KTバランスチャートからのプログラム
写真の掲載はご本人・ご家族の同意を得ています
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熊本地震支援活動報告！


